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9月の主な活動
 2日 ワーク＆ライフフォーラム
   in 長岡
 3日 第27回新潟県
  　　　勤労者駅伝大会
 12日 第11回四役会議
 15日 第６回政策委員会
 20日 第11回執行委員会
 28日 第６回役員推薦委員会
 30日 第４回地協代表者会議

公　示
連合新潟第27回定期大会
連合新潟規約第19条に基づき、
第27回定期大会を下記のとおり
開催します。

◆日時　2017年11月１日（水）
　　　　10：30～16：00

◆会場　新潟東映ホテル

◆付議事項
・2017年度活動報告
・2017年度財政報告ならびに　
会計監査報告

・2018～2019年度運動方針（案）
・2018年度予算（案）
・2018～2019年度役員選出
・退任役員の表彰

◆その他
　大会終了後、レセプションを
開催します。

女性委員会第29回総会

◦日時	 11月11日（土）
	 13：30～
◦場所	 新潟市・
	 万代シルバーホテル

青年委員会第29回総会

◦日時	 11月11日（土）
	 15：30～
◦場所	 新潟市・
	 万代シルバーホテル

　

こ
の
度
、
副
事
務
局
長
へ

就
任
し
ま
し
た
小
林
で
す
。

　

連
合
が
目
指
す
「
働
く

こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社

会
」
の
実
現
へ
向
け
た
運
動

を
推
進
す
る
た
め
、
加
盟

組
織
の
お
力
を
借
り
な
が

ら
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

就
任
ご
あ
い
さ
つ

働
き
方
改
革
推
進
会
議
を
設
置

連合新潟
副事務局長
小林　俊夫
（電機連合）

「胎内市職にこにこRC-A」男女混合４連覇

「柏崎市職労GC」総合初優勝‼

第
二
七
回
新
潟
県
勤
労
者
駅
伝
大
会

第27回新潟県勤労者駅伝大会・結果

推薦県議会議員と懇談

　

九
月
三
日
、
涼
風
が
気
持
ち

よ
く
吹
く
秋
晴
れ
の
中
、
第
二

七
回
新
潟
県
勤
労
者
駅
伝
大
会

を
開
催
し
、
六
六
チ
ー
ム
が
健

脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
第
二
〇
回
大
会

以
降
７
年
続
け
て
開
催
さ
れ
た

ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
か
ら
、
新
潟
市

陸
上
競
技
場
・
信
濃
川
や
す
ら

ぎ
提
コ
ー
ス
に
変
更
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
同
様
に
競
技
場
内
で
タ

ス
キ
を
渡
す
こ
と
に
こ
だ
わ
っ

た
コ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
昨
年
に
続
き
、
全
日
本

実
業
団
対
抗
駅
伝
（
ニ
ュ
ー
イ

ヤ
ー
駅
伝
）
常
連
チ
ー
ム
“
走

る
大
工
集
団
”
重
川
材
木
店
陸

上
部
が
招
待
チ
ー
ム
と
し
て
参

戦
し
ま
し
た
。

　

総
合
の
部
で
は
「
柏
崎
市
職

労
Ｇ
Ｃ
」
が
初
優
勝
、
男
女
混

合
の
部
で
は
「
胎
内
市
職
に
こ

に
こ
Ｒ
Ｃ

－

Ａ
」
が
混
合
チ
ー

ム
大
会
記
録
で
優
勝
し
、
大
会

四
連
覇
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

区
間
記
録
で
は
、
新
記
録
・

タ
イ
記
録
が
３
区
間
で
出
る
な

ど
、
選
手
た
ち
の
好
走
が
光
る

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
１
区
と
２
区
の
順
位

確
定
に
誤
り
が
あ
り
、
当
日
、

一
部
の
区
間
賞
の
表
彰
が
行
な

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
回
大
会

以
降
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
円
滑
な
運
営
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

参
加
さ
れ
た
選
手
の
み
な
さ

ん
、
な
ら
び
に
運
営
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
新
潟
市
中
央
陸
上

競
技
協
会
や
新
大
陸
上
部
を
は

じ
め
と
す
る
み
な
さ
ん
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
次
回
大
会
も

お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
よ
り

多
く
の
選
手
・
チ
ー
ム
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

八
月
二
二
日
、
年
二
回
（
二

月
・
八
月
）
の
定
例
開
催
し
て

い
る
県
議
会
議
員
懇
談
会
に
、

推
薦
議
員
の
一
〇
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

九
月
七
日
、新
潟
県
庁
で「
新

潟
県
働
き
方
改
革
推
進
会
議
」

が
開
か
れ
、
齋
藤
会
長
が
出
席

し
ま
し
た
。
こ
の
会
議
は
、
新

潟
労
働
局
の
呼
び
か
け
で
設
置

さ
れ
、
政
労
使
等
が
協
力
し
、

県
民
す
べ

て
が
新
潟

で
働
い
て

良
か
っ
た

と
実
感
で

き
る
社
会

の
実
現
を

目
ざ
す
た

め
、
総
力

を
挙
げ
て

「
働
き
方

改
革
」
を

強
力
に
推

進
す
る
こ

　

は
じ
め
に
、
齋
藤
会
長
は
、

四
月
に
結
成
さ
れ
た
会
派
「
未

来
に
い
が
た
」
に
触
れ
、
目
的

は
米
山
県
政
を
支
え
る
こ
と
に

あ
り
、「
県
政
与
党
」
の
立
場

で
勢
力
を
結
集
し
て
存
在
感
を

高
め
、
最
大
会
派
で
あ
り
県
政

野
党
の
自
民
党
に
対
抗
し
て
い

く
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
強
調
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
衆
議
院
補
欠
選
挙
新

潟
五
区
に
つ
い
て
、
安
倍
政
権

の
暴
走
を
止
め
る
た
め
に
も
、

勝
て
る
候
補
擁
立
に
む
け
民
進

党
、
社
民
党
と
協
議
を
続
け
て

い
る
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
連
合
新
潟
の
政

策
担
当
、
労
働
条
件
担
当
か
ら

「
二
〇
一
八
年
度
新
潟
県
予
算

に
関
わ
る
施
策
要
望
書
の
項
目

（
素
案
）」
と
「
二
〇
一
七
年

度
新
潟
県
最
低
賃
金
審
議
会
改

定
状
況
」
に
つ
い
て
説
明
が
さ

れ
て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

連
合
新
潟
は
、
地
方
行
政
へ

労
働
者
の
意
見
を
反
映
し
、
誰

も
が
安
心
し
て
働
き
暮
ら
せ
る

社
会
を
め
ざ
し
、
新
潟
県
議
会

と
市
町
村
議
会
へ
の
議
員
の
推

薦
・
支
援
に
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

■総合順位
１位	 柏崎市職労GC	 １：19：13
２位	 TEAM	JP労組	A	 １：22：01
３位	 十日町市役所A	 １：22：58
４位	 十日町地域広域事務組合	 １：24：46
５位	 コロナアスリートクラブ	 １：27：49
６位	 新潟市スマイル	 １：28：24
	 （招待チーム）重川材木店＋α	 １：14：31

■男女混合順位
１位	 胎内市職にこにこRC-A	 １：29：09
２位	 糸魚川市役所駅伝競走部A	 １：33：23
３位	 新潟交通マラソン部高速組	 １：35：45

■区間優勝
１区	 相澤　泰隆（新潟市スマイル）	 16：53
２区	 徳永　　健（十日町地域広域事務組合）	９：46
３区	 柳　　秀人（十日町市役所A）	 15：47
４区	 樋口　佳和（柏崎市職労GC）	 ９：35
５区	 宮川　　光（柏崎市職労GC）	 15：32
６区	 桑原　健人（TEAM	JP労組	A）	 ９：08

■女性区間優勝
１区	 渡辺真由美（糸魚川市役所駅伝競走部A）	 20：04
２区	 細井　　睦（糸魚川市役所駅伝競走部A）	 12：45
３区	 川上　希美（南浜病院	チーム浜）	 22：01
４区	 加藤恵梨香（胎内市職にこにこRC-A）	 13：29
５区	 小林　直美（アークランドG労組RC）	 20：41
６区	 佐藤　夏海（胎内市職にこにこRC-A）	 12：53

全体成績は連合新潟のホームページをご覧ください。

と
が
目
的
で
す
。
メ
ン
バ
ー
は

連
合
新
潟
の
ほ
か
、
経
営
者
協

会
、
商
工
会
議
所
連
合
会
、
商

工
会
連
合
会
、
中
小
企
業
団
体

中
央
会
、
経
済
同
友
会
、
市
長

会
、
町
村
会
、
新
潟
県
、
経
産

省
関
東
経
済
産
業
局
、
新
潟
労

働
局
の
各
組
織
の
長
で
す
。
ま

た
同
日
、
会
議
設
置
の
趣
旨
を

踏
ま
え
た
「
新
潟
県
働
き
方
改

革
共
同
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
会
議
で
齋
藤
会
長
は
、

働
く
者
の
代
表
と
し
て
、
こ
の

宣
言
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、

働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社

会
の
構
築
の
取
り
組
み
と
同
調

さ
せ
、
働
か
せ
方
で
は
な
く
、

働
く
者
の
立
場
に
立
っ
た
働
き

方
改
革
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
話
し
ま
し
た
。
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涼しい部屋で読書

全労済は、営利を目的としない保障の生協として共済事業を営み、組合員の皆さま

の安心とゆとりある暮らしをめざしています。出資金をお支払いいただいて都道府県

生協の組合員になれば、各種共済をご利用いただけます。

新潟県では、総合生協が全労済から
業務を受託して実施しています。

1517A022

午前の基調講演

山田青年委員長

五十嵐亮弁護士

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日9:00～17:00）
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先
日
同
級
会
の
席

で
ラ
イ
ン
の
グ
ル
ー

プ
を
作
ろ
う
と
な
り
、

ス
マ
ホ
画
面
に
顔
を

近
づ
け
四
苦
八
苦
。

自
身
の
ス
マ
ホ
に
は
、

ア
プ
リ
が
無
い
と
拒

ん
で
い
た
ら
、
取
り

上
げ
ら
れ
設
定
を
「
友
だ
ち
自
動

追
加
」
に
し
た
か
ら
、
あ
ら
大
変

…
。
慌
て
て
ア
プ
リ
を
削
除
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
お
盆
休
み
中
に
家
族

の
グ
ル
ー
プ
に
入
れ
て
も
ら
え
る

こ
と
に
。
娘
に
設
定
を
し
て
も
ら

い
ま
し
た
が
、「
し
げ
お
」
で
登

録
さ
れ
、
操
作
方
法
に
つ
い
て
何

度
も
聞
い
て
い
た
ら
、
ブ
チ
切
れ

ら
れ
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
す
！

　

し
か
し
、
同
級
会
の
グ
ル
ー
プ

に
も
入
り
時
々
参
加
し
て
い
ま
す

が
、
文
字
で
の
会
話
は
中
々
な
じ

め
ま
せ
ん
。	

（
Ｓ
）

８月度のホーム・ページ アンケート結果発表
質問：�８月のアンケートは「暑い日が続きます。皆さんはこの夏何を

しますか？」でした。
　アンケートの結果は、「涼しい部屋で読書」が最も多い結果となり
ました。今年の８月は、前半涼しく後半雨の多いといった季節感だっ
たと思います。その関係からも、外に出ることよりも室内で過ごす方
が多かったのかと思います。
　９月のＨＰアンケートは「防災対策」の話題です。投票をお待ちし
ています！

　

八
月
一
九
日
、
連
合
新
潟
青

年
委
員
会
は
、
新
潟
市
内
で
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

し
、
参
加
者
・
ス
タ
ッ
フ
合
わ

せ
て
総
勢
三
八
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　

今
回
は
、「
新
潟
を
知
り
、

伝
え
る
」
こ
と
を
テ
ー
マ
に
企

画
し
、
産
業
の
枠
を
越
え
た
交

流
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

九
月
二
日
、
今
年
で
五
年
目

の
開
催
と
な
る
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ

フ
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、「
連
帯
・

協
同
で
つ
く
る
安
心
・
共
生
の

福
祉
社
会
の
実
現
に
向
け
て
」

と
題
し
て
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ

ー
タ
ニ
長
岡
な
ど
で
開
か
れ
ま

し
た
。
全
体
で
は
三
五
〇
人
の

参
加
が
あ
り
、
連
合
新
潟
関
係

者
か
ら
も
一
三
八
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
「
福
祉
は
ひ
と
つ
」
の
理
念

の
も
と
、
①
県
民
・
勤
労
者
の

共
感
が
得
ら
れ
る
社
会
運
動
、

②
地
域
に
根
ざ
し
た
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
活
動
、
③
労
働
者
福
祉

運
動
の
基
盤
強
化
と
ウ
イ
ン
グ

の
拡
大
、
④
協
同
事
業
の
社
会

的
価
値
と
力
量
を
高
め
る
活
動
、

以
上
四
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

講
演
や
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

新
潟
を
知
る
・
伝
え
る

産
業
の
枠
を
越
え
た
交
流
を
実
施

　

観
光
ガ
イ
ド
に
は
新
潟
の
お

笑
い
集
団
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ａ
か
ら

中
村
博
和
さ
ん
と
大
野
ま
さ
や

さ
ん
を
招
き
、
み
な
と
ぴ
あ
→

白
根
グ
レ
ー
プ
ガ
ー
デ
ン
→
ふ

る
さ
と
村
（
笹
団
子
つ
く
り
体

験
）
→
今
代
司
酒
造
㈱
見
学
の

順
で
巡
り
ま
し
た
。

　

移
動
中
の
バ
ス
の
中
で
は
、

Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ａ
の
両
名
か
ら
新

潟
に
ま
つ
わ
る
○
×
ク
イ
ズ
や

新
潟
に
関
す
る
豆
知
識
な
ど
が

紹
介
さ
れ
、
新
潟
の
新
た
な
一

面
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
新
潟
の
知

ら
な
っ
た
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
」「
笹
団
子
を
作
れ
て

楽
し
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。

二
〇
一
七
に
い
が
た

ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
フ
ォ
ー
ラ
ム 

in 

長
岡

北
陸
４
県
合
同
で

　
　

オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
研
修

連
合
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
二
〇
一
七

青
年
組
織
代
表
者
会
議

　

午
前
の
基
調
講
演
で
は
、「
冒

険
か
ら
社
会
貢
献
へ
」
と
題
し
、

自
己
実
現
の
可
能
性
を
求
め
海

外
で
砂
漠
を
中
心
に
冒
険
し
、

文
化
や
人
、
社
会
の
関
係
性
と

課
題
に
気
付
か
さ
れ
た
り
、
母

の
介
護
を
機
に
長
岡
に
戻
り
地

域
貢
献
を
考
え
、
国
際
協
力
の

手
法
を
通
し
て
社
会
貢
献
す
る

中
で
地
域
お
こ
し
に
そ
の
手
法

が
役
立
つ
こ
と
に
気
付
き
、
多

様
性
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り

で
社
会
貢
献
し
て
い
る
、
羽
賀

友
信
さ
ん
、
高
橋
な
ん
ぐ
さ
ん

と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
小
野

沢
裕
子
さ
ん
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
一
三
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
が
開
催
さ
れ
、
連
合
新
潟
は

新
潟
第
一
法
律
事
務
所
と
連
携

し
、
五
十
嵐
亮
弁
護
士
に
よ
る

「
知
っ
て
お
き
た
い
『
働
き
方

改
革
』
の
要
点
」
と
題
し
た
講

演
を
開
き
ま
し
た
。

　

夕
方
の
全
体
交
流
会
で
は
、

「
食
べ
残
し
ゼ
ロ
作
戦
」
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
！
、〈
20
・
10
・
０

運
動
〉
を
行
い
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

　

九
月
二
日
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ

ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
新
潟
に
て
、

連
合
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
二
〇
一
七

青
年
組
織
代
表
者
会
議
を
開
催

し
石
川
・
福
井
・
富
山
・
新
潟

か
ら
総
勢
二
七
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

連
合
本
部
よ
り
連
帯
活
動
局

若
月
利
之
部
長
を
招
き
、
連
合

ユ
ー
ス
タ
ー
の
主
な
取
り
組
み

の
紹
介
後
、「
二
〇
一
七
年
度

青
年
委
員
会
総
会
・
青
年
活
動

等
に
関
す
る
調
査
」
で
出
さ
れ

た
課
題
と
そ
の
解
決
に
対
す
る

考
察
、
そ
の
う
え
で
何
を
ど
う

取
り
組
む
べ
き
か
問
題
提
起
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
地
方
連
合
会
に

　

八
月
二
八
日
～
二
九
日
に
か

け
て
、
上
越
市
・
ホ
テ
ル
ハ
イ

マ
ー
ト
に
て
二
〇
一
七
年
北
陸

ブ
ロ
ッ
ク
「
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー

研
修
会
（
導
入
編
）」
を
開
催
し
、

二
八
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
連

合
本
部
か
ら
は
新
妻
健
治
局
長

と
二
宮
誠
中
央
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
招
き
ま
し
た
。

　

初
日
、
新
妻
局
長
か
ら
「
連

合
組
織
拡
大
の
取
り
組
み	

～

１
０
０
０
万
連
合
実
現
に
向
け

て
～
」
と
題
し
、
連
合
や
労
働

組
合
の
現
状
を
踏
ま
え
た
講
義

が
あ
り
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
、

二
宮
中
央
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら

「
組
織
拡
大
の
基
本
と
オ
ル
ガ

ナ
イ
ザ
ー
の
心
構
え
に
つ
い

て
」
の
講
義
が
あ
り
、
こ
れ
を

受
け
て
グ
ル
ー
プ
ご
と
で
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
発
表
し

ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、「
所
属
組
織
の

組
織
拡
大
方
針
・
計
画
な
ど
具

体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

（
情
報
交
換
）」「
自
ら
の
取
り

組
み
お
よ
び
取
り
組
み
課
題
に

つ
い
て
」
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行

い
、
最
後
に
参
加
者
全
員
が
、

お
け
る
活
動
報
告
を
し
、
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
意
見
交

換
で
は
、「
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
に

九
二
人
の
参
加
と
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
な
点
に
苦
労
し
た
の

か
？
」「
雇
用
の
多
様
化
を
題

材
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
参

今
後
自
分
が
実
行
し
て
い
く
こ

と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
組
合
の

原
点
は
現
在
も
変
わ
っ
て
い
な

い
。
拡
大
あ
り
き
で
は
な
く
結

果
的
に
拡
大
に
つ
な
が
る
、
と

い
う
講
義
中
の
言
葉
が
印
象
に

残
っ
て
い
る
。」「
組
合
員
が
今

求
め
て
い
る
も
の
を
し
っ
か
り

と
把
握
し
た
い
。」
な
ど
の
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

加
対
応
は
？
」
な
ど
活
発
に
取

り
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
各
地
方

連
合
会
と
は
共
通
の
問
題
や
課

題
が
あ
る
こ
と
や
成
功
事
例
の

共
有
な
ど
が
図
れ
ま
し
た
。


